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UNCOMMON CALCIFICATION ON  PHEOCHROMOCYTOMA  : 
              A CASE REPORT
    Yasuyuki KoJiMA, Masahiro NAKAMURA, Takuo KOIDE 
                   and Takao SONODA 
      From the Department of Urology, Osaka University Medical School 
Yoshimichi HARUNA, Masayoshi MISHIMA and Tsunehiko KUZUYA 
  From the First Department of Internal Medicine, Osaka University Medical School
   A 62-year-old man with a 2-year history of hypertension was referred for evaluation of severe 
back pain, but his blood pressure was normal during his hospital stay. Plain radiography and 
excretory urography demonstrated central and eggshell-like calcification in the left suprarenal area. 
Computed tomographic scan confirmed similar shapes for the left adrenal calcifications. Laboratory 
examination revealed that the urinary normetanephrine was elevated. Left adrenal venography 
showed that the mass was in the middle to lower portion of the left adrenal gland. The 
most likely diagnosis was, calcified pheochromocytoma. The left adrenal tumor was removed 
surgically through a thoracolumbar incision on September 19, 1985. The blood pressure rose to 
186/102 mmHg at the time of tumor manipulation. The tumor was a markedly hard mass, which was 
3.5x3.5x3.0 cm and weighed 20 g. The histopathologic diagnosis was calcified pheochromocytoma. 
The patient remained symptomless after the operation. 
                                                 (Acta Urol. Jpn. 35: 1555-1559, 1989) 











指摘された.ま た,60歳より高血圧を指摘 され てい
る,
*現:小 松病院泌尿器科
現 病 歴ll985年3月 頃 よ り両 背 部 に鈍 痛 出現 し,6
月 頃 よ り夕方38度台 の発 熱 が続 い た.7月 頃 よ り上腹
部 か ら両 背 部 にか け て激 痛 が 出 現 し,腹 部 単 純 撮 影 に
て 左 腎 結 石 を疑 わ れ,当 院 内科 よ り,当 科 へ 紹 介 され,
排 泄 性 腎 孟 造影 に て石 灰 化 を伴 う左 副腎 腫 瘍 の 疑 い の
も とに 入 院 とな った 、
入 院 時現 症:身 長160cm,体 重45kg,脈 拍80/分
で 整,血 圧100/60mmHg,体温38℃,腹 部 は 肝 を1
横 指触 知 した,
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ク リン反 応 陽 性.検 尿=異 常 な し.胸 部X-P:異 常
な し.ECG:1。A-Vblock.内分 泌 学 的 検 査所 見 は
Tablc1に示 した が,血 中 総catecholamineおよび
noradrenalineが軽 度 高 値 を 示 し,尿 中normeta・
nephrineも高 値 を示 して い た.ま た,副 腎 静 脈 造影 時
の 静 脈血 サ ンプ リ ソグで は 左 副 腎静 脈 でnoradrena・
1ineが高 値 を 示 し,右 副 腎 静脈 で もadrenalineが
高値 を示 した(Table2).
画 像 検査 所 見 ・腹 部 単 純 撮 影 で は第1か ら第2腰 椎
左 側 に 横矢 印 で示 した,直 径 約1.5cmのcalcified
coreを中 心 に もち,ま た 下 矢 印 で 示 した,周 辺 が 曲
線 状 の 石 灰化 を 伴 った腫 瘤 陰 影 を 認 め た(Fig.1).
IVPで は 左腎 上 部 に 石 灰 化 陰影 を認 め た.
腹 部 エ コー で は 左 腎 上 部 にacousticshadowを
伴 った 腫 瘤 陰 影 を 認 め た(Fig.2).CTで は 左 副 腎
に一 致 して3cmの 腫 瘤 とそ の 中心 部お よ び 周 辺 に
石 灰 化 を認 め た(Fig.3).左 副 腎瀞 脈 造 影 で は 左 副
Fig.2.腹 部 エ コー:左 腎 上 部 にacousticshadow




































































えた限 り現在 までに6例8-13)しか報告 され てい ない
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Table3.石灰化を伴 った褐色細胞腫の本邦報告例
Ne.報告者 報告年 年齢 性 部位 大きさ(cm)重量(g)石灰化パ ターン
1市 川 らs)1963? ? ? ? ?
2高 安 らe)196713男 右 副 腎9.5×5×4.5100
3島 田 ら10)197543男 左 副 腎11×14×12
Mori411)1977
etal. 14男 両側副腎 ?
5上 門 ら12[198233男 左 副 腎7.1×5.3×4.7
?
均 一
凹 形 の石 灰 化850
嚢 胞 像
不 規 則 な 多数 のLt.150石 灰 化 像
Rt.4(Lt ,5lde)
140Egg-shelI
6中 尾 ら13)198211女 右 副 腎5.5x5×4.552
7自 験例198662男 左 副 腎3.5×3.5×3.020
4～5個 の




(Table3).Graingerら14)は,石灰 化 を 伴 った 褐
色 細 胞 腫 を 集 計 し,な か で もeggshellcalcification
が 最 も特 徴 的 なtypeで は な いか と述 べ て い る .自 験
例 で もeggshellcalcificationに中心 部 石 灰 化 を伴 っ
て い た 。 しか し副 腎 嚢 腫 で もeggshelltypeの石 灰化
を伴 い6-7),石灰 化 のtypeだ け で 鑑 別 は で き な い と
思わ れ る.な お 褐 色 細 胞腫 に石 灰 化 を 伴 う成 因 と して
Meyersら15)は,長い 過程 を経 て 腫 瘍 内 に 出血 や壊 死
が起 こ り2次 的 に カル シ ウ ムが 沈 着 す る結 果 で は ない
か と推 定 して い る,
褐 色 細 胞 腫 は,約1割 に 副 腎 外 に 発 生す る こ とが あ
りそ の場 合 の局 在 診 断 が 問 題 に な って くる.Francis
ら16)の報告 に よる と副 腎 褐 色細 胞種 や 転 移 性 腫 瘍 で は
CTも1311-MIBGシ ンチ グ ラ フ ィ も そ の検 出 率 は
100%であ るが,副 腎 外 褐 色細 胞 腫 の 検 出 率 は 両者 を
併 用 して も低 下 して い る.し か し金 身 を 一 度 に精 査 で
きる点 で1311-MIBGシンチ グ ラ フ ィは 他 の検 査 法 よ
り優 れ てい る と考 え られ17),とくに 副 腎外 の病 変 の 局
在 診 断 に 有 用 で あ る.ま た 最 近 腹 部 大動 脈 周 囲 よ り発
生 した 副 腎外 褐 色細 肥 腫 で,MRIが 有 用 であ った と
報 告 され18),今後 これ らの 画 像診 断法 と生 化 学 的 検 査








1)中 井利 昭:図 説 臨 床 〔癌 〕 シ リー ズNo .7内 分
泌 腺 腫瘍 山村 雄 一,杉 村 隆 編pp.91-97,
メ ジ カル ビ ー一社,東 京,1986
2)村 山 耕 子,川 井 紘 一,葛 谷 信 明,板 倉 光 夫 ,藤 田
敏 郎,小 出 義 信,山 下 亀 次 郎,加 納 勝利,小 磯 謙
吉:高 血 圧 を示 さ なか った 褐 色 細 胞 腫 の1例 。 ホ
ル モ ン と臨 床(増 刊 症 例 特 集)34:306-309,
1986














8)市 川 篤 二,新 島 端夫 ,熊 本 悦 明,広 瀬 欽 次 郎,木
下 健二,岩 動 孝 一 郎,横 山 正 夫:褐 色 細 胞 腫1自
験 例及 び 本邦 症 例 を 中 心 に した 検 討.ホ ル モ ンと
臨 床11:703-717,1963
9)高 安 久 雄 ,熊 本 悦 明,阿 曽 佳 郎,木 下 健二,寺 脇
良 郎,横 山 正 夫,河 辺 香 月:石 灰 化 を と も な え る
小 児 褐 色 細 胞 腫 の1治 験 例.ホ ル モ ンと臨 床15:
]003-1010,1967
10)島田 憲 次,寺 川 知 良,坂 口 強 ,佐 藤 義 基,桜 井
易,生 駒 文 彦,松 岡 徹,藤 田 茂:特 異 な薬理






12)上門 康成 深谷 俊郎,藤 永 卓 治 ,毛 利 高二:石 灰
化 を と も な った 褐 色 細 胞 腫 の1例.泌 尿紀 要28:
877-883,1982
児島,ほか:褐 色細胞腫 ・石灰化
13)中 尾 浩 二,太 田 茂,後 藤 正 勝,大 矢 紀 昭,島 田
司 巳,諸 富 直 文,新 川 正 治,東 道 伸 二 郎,多 賀 敦













17)久保 敦 司,中 山 俊 威,西 口




1311-MIBGシンチ グ ラ フ ィに
よる褐 色 細 胞 腫 の 診 断:特 に 副 腎 外病 巣 検 出 に お
け るi3iI-MIBGシンチ グ ラフ ィの 有用 性 に つ い
て.臨 放33:257-263,1988
18)高田育 子,藤 井正 樹,楊 忠 和,小 泉 満,筒 井
一 成 ,遠 藤 啓 吾,小 西 淳二=「3il-MIBGシンチ
グ ラフ ィ,MRIの 有 用 性 を示 した 副 腎 外 褐 色 細
胞 腫 の 韮例.臨 放33:1051-1054,1988
(1988年12月22日受 付)
